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ルポ 能登半島地震
村山嘉昭

　災害発生直後に救命救助や復旧関係者らが口にする言葉がある。「啓
けいかい

開」だ。瓦礫や土砂崩れ
などで行く手が阻まれていたり、陥没やひび割れなどで通行が困難になっている道路を切り開く
意味合いで使われ、「道路啓開」という言い方もする。能登半島地震では、半島内のあらゆる道
路が地震や津波によって損傷し、倒壊した家屋が道を塞ぐなどの事例が数えきれないほど発生し
ている。そのために孤立を余儀なくされた集落や地域が続出し、道路啓開が強く求められた。
　能登半島北東部にある珠洲市三崎町寺

じ け

家地区は地震による家屋倒壊だけでなく、激しい揺れ
から10分も経たずに最大4.7メートルの津波が襲来。海岸沿いの県道28号は津波流出物で埋まっ
た。この道は地区内の行き来だけでなく市中心部と他の集落をつないでいるため、被災した住
民自らが力を合わせて瓦礫などを撤去し、啓開している。
　被災地では昼夜問わずに崩落やひび割れ箇所を応急的に埋めるなどの作業がなされ、雪が降る中
でも作業にあたる土木作業員や警備員の姿を多く見かけた。啓開された道路は電力や通信などのイ
ンフラ復旧にも欠かせない。道を切り開いた彼らのような存在がいたからこそ救えた命がある。

道をふさぐ津波流出物の撤去作業をする災
害復旧支援NGO「DRT JAPAN」のメンバー。
発災から 3週間以上経っても能登半島には
啓開が必要な場所が存在し、技術を持つ〝プ
ロボランティア〟も支援にあたっている。
（2024 年 1月 25日、珠洲市宝立町鵜飼地
区にて撮影）
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医
院
再
建
望
む
も
不
安
の
声

「
地
域
に
患
者
は
戻
る
の
か
」

元
日
に
最
大
震
度
7
の
大

き
な
揺
れ
に
襲
わ
れ
た
能
登

地
震
発
生
か
ら
1
カ
月
余
り
。

石
川
県
在
住
の
平
田
米
里
保

団
連
理
事
と
と
も
に
地
震
の

爪
痕
を
色
濃
く
残
す
被
災
地

を
歩
き
、
医
療
関
係
者
ら
を

激
励
し
た
。
復
興
へ
の
明
る

い
兆
し
が
見
え
始
め
た
よ
う

に
も
感
じ
た
も
の
の
、
9
割

の
家
屋
が
倒
壊
し
た
地
域
が

あ
る
輪
島
市
、
珠
洲
市
な
ど

で
は
人
々
の
暮
ら
し
が
取
り

戻
せ
る
か
見
通
せ
な
い
状
況

に
あ
る
こ
と
も
分
か
っ
た
。

2
月
1
日
、
小
雪
の
舞
う

中
、
中
能
登
町
の
歯
科
医
院

を
訪
問
。
ち
ょ
う
ど
1
カ
月

前
、
激
烈
な
揺
れ
に
襲
わ
れ

た
。
一
時
、
給
水
が
不
安
定

に
な
り
、
濁
っ
た
水
が
出
て

い
た
が
、
水
道
管
の
本
管
に

近
い
こ
と
も
あ
り
、
1
〜
2

日
後
に
は
復
旧
。
1
月
4
日

か
ら
日
常
診
療
が
で
き
、
地

域
の
歯
科
医
療
に
貢
献
し
て

い
る
。「
医
院
の
方
は
何
と
か

な
っ
た
が
、
七
尾
市
の
自
宅

は
か
な
り
の
被
害
が
出
た
。半

島
の
奥
で
は
診
療
で
き
な
い

歯
科
医
院
や
医
院
が
少
な
く

な
い
。
私
に
で
き
る
こ
と
は

何
で
も
し
ま
す
」
と
話
し
た
。

車
で
数
分
走
る
と
七
尾
市

内
に
入
る
。
小
高
い
丘
の
一

部
が
崖
崩
れ
し
た
ま
ま
残
っ

て
お
り
、
中
心
部
の
葬
祭
場

は
吹
き
抜
け
の
ガ
ラ
ス
板
が

バ
ラ
バ
ラ
に
落
下
し
て
い
た
。

「
余
震
が
続
い
て
お
り
危
険

な
の
で
後
片
付
け
さ
え
で
き

な
い
。
業
務
再
開
は
ま
だ
ま

だ
先
」
と
支
配
人
は
話
し
た
。

観
光
客
や
地
元
の
人
々
で
連

日
賑
わ
っ
て
い
た
道
の
駅

「
能
登
食
祭
市
場
」は
臨
時
休

業
の
ま
ま
、
駐
車
場
は
液
状

化
現
象
の
土
砂
が
吹
き
上

が
っ
た
ま
ま
で
、
臨
海
デ
ッ

キ
の
遊
歩
道
は
大
き
く
変
形

し
波
打
っ
て
い
た
。

一
方
、
七
尾
市
内
な
ど
で

は
日
常
生
活
が
戻
り
始
め
た

地
域
も
出
て
き
た
。
Ｊ
Ｒ
七

尾
線
は
七
尾
駅
ま
で
復
旧
。

そ
こ
か
ら
先
と
、「
の
と
鉄
道

七
尾
線
」
の
復
旧
は
ま
だ
だ

が
、
幹
線
で
は
バ
ス
が
走
り

始
め
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

派
遣
も
始
ま
っ
た
。

し
か
し
、「
奥
能
登
や
見
逃

さ
れ
て
い
る
地
域
が
多
く
あ

る
」
と
平
田
理
事
は
強
調
す

る
。
奥
能
登
で
、
多
く
の
建

物
が
倒
壊
し
た
現
場
を
目
の

当
た
り
に
し
た
と
い
う
。
以

前
か
ら
過
疎
化
が
進
む
中
、

2
0
0
7
年
に
次
ぐ
再
度
の

震
災
で
町
自
体
の
再
建
が
進

む
の
か
、
医
療
機
関
が
再
建

し
た
と
し
て
も
住
民
・
患
者

が
戻
れ
る
の
か
が
心
配
と
の

声
も
聞
か
れ
た
。

（
保
団
連
新
聞
部
長

杉
山
正
隆
）

能登半島地震

内灘町西荒屋では道路が1㍍以上めくれ上がり通行不能になっていた

被
災
高
齢
者
な
ど

に
追
加
給
付

最
大
６
０
０
万
円
へ

政
府
は
1
日
、
能
登
半
島

地
震
の
復
旧
・
復
興
支
援
本

部
会
合
を
開
き
、
被
災
し
た

高
齢
者
や
障
害
者
の
世
帯
へ

の
追
加
給
付
を
決
め
た
。
既

存
の
支
援
金
と
合
わ
せ
て
最

大
6
0
0
万
円
を
支
給
す
る
。

被
災
者
生
活
再
建
支
援
法

で
は
支
援
金
の
限
度
額
を
3

0
0
万
円
と
し
て
お
り
、
野

党
は
6
0
0
万
円
に
引
き
上

げ
る
よ
う
求
め
て
い
た
。

07
年
か
ら
8
5
0
万

円
に
引
き
上
げ
要
求

保
団
連

保
団
連
は
2
0
0
7
年
能

登
半
島
地
震
を
受
け
、
同
年

の
第
41
回
大
会
基
本
要
求
か

ら
、
支
給
金
額
を
8
5
0
万

円
に
引
き
上
げ
、
全
て
の
被

災
者
に
支
給
す
る
な
ど
抜
本

的
な
改
善
を
求
め
て
き
た
。




